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⽇本が発明した NAND 型フラッシュメモリーの復権をかけてキオクシアが増資を決⾏ 
 
⽇本⼈（東芝社員）が発明した NAND 型フラッシュメモリーも、従前の例にもれず、技術
的な秘密を固くガードしたにも関わらず韓国サムソンにその⾸位を奪われている。キオク
シア（東芝から引き継いだ会社）が⾸位奪還をかけて増資を決⾏する。⽇本⼈の私としては
その増資のもたらす成果に期待し、⽇本で発明した製品が⽇本に利益をもたらす、あるべき
姿を⾒てみたいと願っている。 
 
 
NAND 型フラッシュメモリー（Wikipedia） 

不揮発性記憶素⼦のフラッシュメモリーの⼀種である。 
NOR 型フラッシュメモリーと⽐べて回路規模が⼩さく、安価に⼤容量化できる。また書

き込みや消去も⾼速であるが、バイト単位の書き替え動作は不得⼿である。従来のフロッピ
ーディスクに代わる PC ⽤の USB メモリやソリッドステートドライブ（SSD）、デジタルカ
メラ⽤のメモリーカード、携帯⾳楽プレーヤー、携帯電話などの記憶装置として使⽤される。 
 
キオクシア「３次元 NAND 型」で攻める、増産へ 3000 億円で新棟 
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 キオクシアホールディングス（旧東芝メモリ）は、四⽇市⼯場（三重県四⽇市市）に最先
端３次元（３Ｄ）ＮＡＮＤ型フラッシュメモリーの製造棟を新設する。２０２０年１２⽉に
着⼯し、２２年夏の完成予定。総投資額は最⼤３０００億円規模を⾒込む。２０年９⽉に計
画する新規株式公開（ＩＰＯ）で調達する資⾦の⼀部も充当する。ＮＡＮＤ型フラッシュメ
モリーで世界⾸位の韓国・サムスン電⼦を抜いて先端分野でトップを⽬指す。 
 ＩＰＯと同時に⾏う予定だった社名変更を１９年１０⽉１⽇に実施。新社名「キオクシア
ホールディングス」として⼼機⼀転し、サムスンなどライバルとの激しい競争に挑む。 
 
キオクシア（Wikipedia） 

キオクシア株式会社（KIOXIA Corporation）は、⽇本・東京都の港区に拠点を置き、主に
NAND 型フラッシュメモリーを製造する半導体メーカー。 

東芝は、⾇岡富⼠雄を中⼼にフラッシュメモリーの開発を進め、1980 年に NOR 型フラ
ッシュメモリーを、1986 年に NAND 型フラッシュメモリーを発明した。 

DRAM でのサムスン電⼦を始めとする、外国企業への技術流出の反省から、NAND 型フ



ラッシュメモリー開発では、サンディスクと共同で三重県の四⽇市市の「四⽇市⼯場」で⽣
産し、⽇本での製造を徹底して、秘密主義と集中投資の⽅針を貫き、2006 年から 2008 年ま
での 2 年間、世界シェア 2 位の確保していた。iPod nano など、フラッシュメモリー型オー
ディオプレーヤーや SD メモリーカードなどにフラッシュメモリーを提供していた。 


